
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

必
要
性

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
、

つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
福
祉
・
防

災
・
防
犯
・
教
育
な
ど
多
く
の
分

野
で
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
は
、

複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
町
内
会
や
個

別
の
団
体
、
行
政
だ
け
で
解
決
す

る
に
は
、
限
界
が
あ
り
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
支
え
合
い
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
市
民
と
行
政
の
力
を

合
わ
せ
て
、
課
題
に
対
応
し
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
「
共
生
・

協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
」
を
設
置
し
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
活
動
推
進
課
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▲美里吾平元気市「第１回ひな祭り編」▲高隈をかたろう講演会

「
共
生
・
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す

　地域にある町内会、市民活動団体、
ＮＰＯ、ボランティア団体、企業等各
種団体が地域の身近な課題解決に向け
て一体となって、一定の区域（主に中
学校区）を基本に、地域づくりを行う
住民自治組織のことで、市では「地域
コミュニティ協議会」の設置を推進し
ていきます。

「地域コミュニティ協議会」構成団体イメージ

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」

の
設
置
を
め
ざ
す
吾
平
地
区
と
高

隈
地
区
を
「
モ
デ
ル
地
区
」
に
指

定
し
て
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課

題
の
抽
出
や
分
析
等
を
実
施
し
、

地
域
の
住
民
全
体
で
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
た
め
の
「
ま
ち
づ
く

り
計
画
書
」
の
作
成
な
ど
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
と
し

て
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
人

材
面
、
財
政
面
で
の
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

地域活性化を推進していくことによ
り、住み良さを実感できる、誰もが安
心して暮らし続けられるまちづくりを
目指します。

４
月
か
ら「
モ
デ
ル
地
区
」で
取
り
組
み
を
開
始

共生
協働

地域コミュニティ協議会の
活動を通して…

鹿
屋
市
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」の
設
置
を
め
ざ
し
ま
す
。

「地域コミュニティ協議会」とは

活動を通して活動を通して

自分たちの地域のことは
自分たちで考え、よくし
ていこう。

アイデアを出し合って、住
みやすい地域にしたいね。

�「地域と行政が連携し、
ともに考え、協力して
行動する組織が必要だ
ね」

事業所
（地域貢献） 行　　政

まちづくり・地域
活動への参加

連
携・協

力

連
携・
協
力

連携・協力

市民

自助

公 助互 助

町内会・市民活動団体
（地域づくり）

互助

まちづくり・地域
活動への参加

＊�詳しくは、市ホーム
ページの「鹿屋市共
生・協働で進めるまち
づくり基本指針」をご
覧ください。

共生・協働で進めるまちづくりのイメージ
地域

コミュニティ
協議会

ＰＴＡ

学校

民生委員
児童委員

企業
商店街

消防団青年団

高齢者
クラブ

子ども会

女性団体

市民活動団体
（ＮＰＯ）

ボランティア
団体

社会福祉
協議会

町内会

地域の総意により課
題が解決できるね。

各団体活動の相乗効
果も期待できるね。

効率的な活動が可能
となるよね。

地域に愛着が
わくよね。

該
当
地
域
に
住
む
皆
さ
ま

と
一
緒
に
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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